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議案第８０号 令和３年度上越市一般会計補正予算（第２号）に 

対する附帯決議 

 

上越市と佐渡市を結ぶ小木直江津航路は国道３５０号として両地域を結ぶ「海の道」

であり、生活航路として、また、上越市にとっては物流や広域観光を支える重要な航

路である。さらに、佐渡金銀山の世界文化遺産登録や北陸新幹線の敦賀延伸などを見

据えれば、佐渡島への西の玄関口として当市の拠点性の向上に欠かせない交通インフ

ラであり、将来的にもその重要性が高まっていくものと思われる。 

したがって、極めて厳しい経営状況にある佐渡汽船株式会社の経営安定のため、関

係機関との連携の中で小木直江津航路の利用促進と佐渡汽船株式会社の経営改善の取

組を支援することは、その必要性を認めるところである。 

一方で、過去において支援を行ってきたにもかかわらず、今回、再びこのような事

態を招いていることは、コロナ禍の影響を加味しても市民の理解を得ることは難しい。

さらに、現在就航しているジェットフォイルは旅客輸送のみであり、貨物輸送やマイ

カーを利用した観光に対応することが出来ず、利用状況は極めて厳しい状態にある。

これらは過去の議会においても議論されており、今回、更なる支援に至ったことにつ

いてはその経過や将来の効果を含めて不透明な部分は否めない。 

今後、上越市としても一層の経営改善状況の精査を行い、小木直江津航路の維持と

発展に向け適切な方向性を得られるように一層の努力をすべきであり、下記事項につ

いて一層の取組を行っていくべきである。 

 

記 

 

１．予算の執行にあたっては、今年度の運行実績や佐渡汽船株式会社の経営状況をよ

く精査し、市議会への説明を行った上で、適切な時期に実施すること。 

２．佐渡汽船株式会社のさらなる経営改善計画やその取組状況、またその上での今回

の支援の根拠と必要性について、予算執行後においても引き続き議会に対して説明

を行うこと。 

３．小木直江津航路の維持にあたっては、早期のカーフェリー導入などの、就航船舶

変更時に佐渡汽船株式会社に対して提示した条件が遵守されるように取り組むこと。 

４．上越市は、今後の佐渡汽船株式会社の経営改善状況や関係自治体及び関係機関の

動向を注視し、必要な取組を適宜行うこと。また、小木直江津航路の維持と発展の

ため、上越市としても航路の利用促進や直江津港周辺の活性化に、より一層取り組

むこと。 

 

 上記決議する。 

 

  令和３年９月２８日 

                           上 越 市 議 会 


